
分
析
リ
ポ
ー
ト

二
○

五
年
の
東
南
ア
ジ
ア
・
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
采
配

●
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
視
察
団
派
遣

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
軍
事
政
権
が
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
民
主
化
運
動
指
導

者
の
自
宅
軟
禁
を
継
続
す
る
な
ど
、
民
主
化
を
一
向
に
進
展
さ
せ
な
い
こ

と
は
長
く
国
際
社
会
か
ら
非
難
さ
れ
て
き
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
こ
の

問
題
を
東
南
ア
ジ
ア
地
域
全
体
の
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
一
九
九
○
年

代
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
非
公
式
に
問
題
解
決
を
要
請
す
る
「
建
設
的
関

与
」（constructive engagem

ent

）
と
い
う
方
針
を
と
り
始
め
た
。
一
九

九
七
年
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
こ
の
問
題
を
未
解
決
の
ま
ま
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ

の
加
盟
を
承
認
さ
れ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
加
盟
時
期
を
巡
っ
て
は
、
国
内

問
題
が
解
決
す
る
ま
で
加
盟
は
見
送
る
べ
き
だ
と
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ら

の
消
極
派
と
、
当
時
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
接
近
す
る
中
国
の
影
響
を
懸
念
し
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
を
早
く
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
取
り
込
み
、
中
国
か
ら
引
き
離
す
必

要
が
あ
る
と
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
積

極
派
が
対
立
し
て
い
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
は
一
九
九
六
年
、

一
九
九
七
年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
を
担
当
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
加
盟
を
後
押

し
し
た
こ
と
も
あ
り
、
早
期
加
盟
支
持
派
が
消
極
派
を
押
し
切
る
形
で
同

国
加
盟
が
実
現
し
た
（
参
考
文
献
③
）。

し
か
し
、
そ
の
後
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
内
問
題
は
改
善
さ
れ
ず
、
欧
米

諸
国
か
ら
批
判
が
相
次
い
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
議
長
国
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
順
の
持
ち
回
り
で
加
盟
国
が
担
当
し
て
お
り
、
二
○
○
六
年
中
旬
か
ら

二
○
○
七
年
中
旬
に
か
け
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
そ
の
担
当
が
回
っ
て
く
る

予
定
だ
っ
た
。
欧
米
諸
国
は
同
国
が
議
長
と
な
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関
連
会
議

へ
の
参
加
を
見
送
る
構
え
を
見
せ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
こ
の
問
題
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
し
て
放
置
す
れ
ば
欧
米

諸
国
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
干
渉
を
招
き
、
そ
の
干
渉
は
他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

加
盟
国
に
も
波
及
、
あ
る
い
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
加
盟
国
と
し
な
が
ら
同
国

の
国
内
問
題
に
対
策
を
講
じ
な
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
批
判
が
高
ま
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
た
。
特
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
民
主
化

や
人
権
の
解
釈
を
め
ぐ
り
欧
米
諸
国
と
し
ば
し
ば
対
立
し
て
き
た
。
そ
こ

二
○
○
五
年
一
二
月
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
を
中
心
と
す
る
首

脳
レ
ベ
ル
の
会
議
が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
対
策
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

憲
章
（A

S
E
A
N
 C
harter

）
作
成
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
一
定
の
合
意
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
東
ア
ジ

ア
地
域
協
力
を
推
進
す
る
会
議
と
し
て
注
目
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
と
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｅ
Ａ

Ｓ
）
で
は
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
構
成
メ
ン
バ
ー
を
め
ぐ
り
、
加
盟
国
間
で
意
見
が
対
立
し
た
。
本
稿
で
は
、
マ

レ
ー
シ
ア
が
こ
の
三
つ
の
会
議
の
議
長
と
し
て
宣
言
や
議
長
声
明
の
草
案
作
成
を
主
体
的
に
担
う
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
会
議
の
合
意
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
検
証
す
る
。
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で
、
こ
れ
ら
の
加
盟
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
を
辞
退
す

る
よ
う
圧
力
を
か
け
た
。
そ
の
結
果
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
二
○
○
五
年
七

月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
に
お
い
て
、
国
内
問
題
に
専
念
す
る
と
す
る

理
由
で
議
長
国
辞
退
を
表
明
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
積
極
的
関
与
を
主
張
す
る
も
う
一
つ

の
背
景
に
は
、
タ
イ
南
部
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
暴
動
問
題
が
あ
る
。

二
○
○
四
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
イ
ド
・
ハ
ミ

ド
外
相
、
ア
ブ
ド
ラ
首
相
は
、
タ
ク
シ
ン
・
タ
イ
首
相
に
対
し
、
タ
イ
南

部
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
暴
動
へ
の
取
締
り
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

た
。
タ
ク
シ
ン
首
相
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
組
織
原
則
で
あ
る
内
政
不
干
渉
原

則
を
主
張
し
た
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
側
は
こ
の
問
題
は
難
民
流
入
な
ど
マ
レ

ー
シ
ア
国
内
に
も
影
響
を
与
え
る
た
め
、
こ
の
点
に
お
い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
内
政
不
干
渉
原
則
は
柔
軟
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た

（C
han

n
el N

ew
sA

sia In
tern

ation
al, 26 N

ov. 2004

）。
マ
レ
ー
シ
ア

に
と
り
、
今
回
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
姿
勢
は
、
前
回
の
会
議
で
タ
イ
に
向

け
ら
れ
た
も
の
と
同
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
圧
力
を
強
め
る
一
部
の
加
盟
国
は
、
そ
の
後
、
民
主

化
の
進
展
を
探
る
視
察
団
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
派
遣
す
る
こ
と
を
検
討
し
始

め
、
今
回
の
首
脳
会
議
ま
で
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
が
視
察
団
の
代
表
と

な
る
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き
上
が
っ
て
い
た
（
マ
レ
ー
シ
ア
外
務

省
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。
こ
れ
を
受
け
、
首
脳
会
議
前
の
二
○

○
五
年
一
○
月
、
サ
イ
ド
・
ハ
ミ
ド
外
相
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
問
し
、
同

国
の
国
内
問
題
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
、
視
察

団
の
派
遣
を
了
承
す
る
こ
と
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
同
意
を
と
り
つ
け
た

（Star, 10 D
ec. 2005

）。
首
脳
会
議
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
こ
の
視
察
団
を
受

け
入
れ
る
用
意
が
あ
る
と
表
明
（N

ew
 Straits Tim

es, 15 D
ec. 2005

）、

視
察
団
派
遣
の
実
施
が
議
長
声
明
に
明
記
さ
れ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
今
後
実
施
さ
れ
る
視
察
団
派
遣
に
お
い
て
具
体
的
な
成

果
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
マ
レ
ー
シ
ア
外
相
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議

長
国
外
相
と
し
て
、
民
主
化
の
象
徴
で
あ
る
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
女
史

に
面
会
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
試
み
の
布
石
と
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
は

今
回
の
首
脳
会
議
の
議
長
声
明
で
、「
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
女
史
の
解

放
」
と
い
う
文
言
を
挿
入
し
よ
う
と
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
反
対
に
あ
っ

て
修
正
し
た
が
、
事
実
上
、
同
女
史
を
想
定
し
た
「
政
治
的
抑
留
者
の
解

放
」
と
い
う
文
言
で
決
着
さ
せ
た
（
マ
レ
ー
シ
ア
外
務
省
関
係
者
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
）。
こ
の
点
に
つ
き
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
実
績
が
あ
っ
た
。

二
○
○
一
年
一
月
、
国
連
特
使
で
あ
っ
た
ラ
ザ
リ
・
イ
ス
マ
イ
ル
氏
（
マ

ハ
テ
ィ
ー
ル
前
首
相
顧
問
）
が
軍
事
政
権
と
ス
ー
チ
ー
女
史
を
含
む
野
党

と
の
対
話
を
仲
介
し
た
際
、
軍
事
政
権
は
同
氏
を
「
東
南
ア
ジ
ア
の
仲

間
」
と
し
て
迎
え
て
い
る
（B

an
gkok P

ost, 16 Jan. 2001

）。

●
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
策
定
へ
の
取
り
組
み

今
回
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
の
も
う
一
つ
の
目
玉
は
、
将
来
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
作
成
へ
の
決
意
を
表
明
し
た
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
宣
言
が
発

表
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
同
宣
言
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
今
回
の
会
議
で
の

発
表
を
予
定
し
て
二
○
○
四
年
か
ら
入
念
に
準
備
し
、
二
○
○
五
年
七
月

の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
で
草
案
が
承
認
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
当

初
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
今
回
の
首
脳
会
議
に
お
い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
そ
の

も
の
の
調
印
を
目
指
し
て
い
た
。
し
か
し
、
憲
章
策
定
の
目
処
は
つ
か
な

か
っ
た
た
め
、
憲
章
の
策
定
に
む
け
て
ポ
イ
ン
ト
を
列
記
し
た
宣
言
の
発

表
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
（
マ
レ
ー
シ
ア
外
務
省
関
係
者
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

こ
の
宣
言
で
加
盟
国
首
脳
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
規
範
、
価
値
、
ル
ー
ル
、

目
的
、
組
織
原
則
、
法
人
格
等
を
規
定
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
を
起
草
す

る
政
治
的
意
思
を
確
認
、
加
盟
各
国
の
有
識
者
か
ら
成
る
賢
人
会
議
（
Ｅ

Ｐ
Ｇ
）
を
設
置
し
、
起
草
策
定
作
業
の
開
始
に
合
意
し
た
。
同
宣
言
で
は
、

憲
章
起
草
の
際
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
組
織
原
則
・
規
範
と
し
て
、
民
主
主
義

や
人
権
、
内
政
不
干
渉
原
則
等
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
内
政

不
干
渉
原
則
は
設
立
以
来
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
組
織
原
則
で
あ
り
、
し
ば
し

ば
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
宣
言
等
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
今
回
も
そ
の
慣
例
に
従

っ
た
と
い
え
る
が
、
Ｅ
Ｐ
Ｇ
議
長
に
選
出
さ
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
代
表
の
ム

サ
・
ヒ
タ
ム
氏
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｐ
Ｇ
は
加
盟
国
の
国
内
問
題
に
関
与
す
る
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分
析
リ
ポ
ー
ト

二
○

五
年
の
東
南
ア
ジ
ア
・
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
采
配

何
ら
か
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
検
討
等
、
内
政
不
干
渉
原
則
の
見
直
し
に
着
手

す
る
準
備
が
あ
る
と
い
う
（B

ern
am

a, 13 D
ec. 2005

）。

こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
積
極
的
関
与
や
タ
イ
南
部
の

暴
動
へ
の
関
与
を
探
る
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
意
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

タ
イ
は
一
九
九
八
年
、
内
政
不
干
渉
原
則
の
見
直
し
を
提
案
し
た
が
、
現

在
で
は
そ
の
路
線
を
変
更
し
た
よ
う
で
あ
る
。
逆
に
、
こ
れ
ま
で
見
直
し

に
賛
成
で
な
か
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
が
、
こ
の
原
則
の
柔
軟
な
解
釈
や
運
用

を
主
張
し
て
い
る
。
加
盟
国
は
こ
の
原
則
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
は
合
意

し
て
い
な
い
も
の
の
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
建
設
的
関
与
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
森
林
火
災
に
対
す
る
加
盟
国
の
非
難
な
ど
、
事
実
上
、
内
政
不
干
渉
原

則
の
柔
軟
な
解
釈
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が
今
後
、
内
政
不
干
渉
を
原
則
と
し
て
保
持
し
つ
つ
（
参

考
文
献
④
）、
そ
の
解
釈
を
巡
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
打
ち
出

し
て
い
く
の
か
が
注
目
さ
れ
る
。

●
ロ
シ
ア
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
の
ほ
か
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心
と
す
る
首
脳

会
議
は
複
数
開
か
れ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
中
で
も
、
近
年
注
目
さ
れ
て

い
る
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
に
関
係
す
る
会
議
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首

脳
会
議
と
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
を
取
り
上
げ
、
議
長
国
マ
レ

ー
シ
ア
が
こ
れ
ら
の
会
議
の
開
催
や
合
意
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
察
す
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
日
本
、
中
国
、
韓

国
の
首
脳
が
会
す
る
会
議
で
、
一
九
九
七
年
か
ら
定
例
開
催
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
七
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
で
あ
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
マ
ハ
テ

ィ
ー
ル
前
首
相
の
采
配
の
下
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
の
三
カ
国
を
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
に
招
待
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
事
実
上
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３

を
誕
生
さ
せ
た
（
参
考
文
献
②
）。
そ
の
誕
生
は
、
一
九
九
○
年
末
、
マ

ハ
テ
ィ
ー
ル
前
首
相
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
東
ア
ジ
ア
協
議
体
（
Ｅ
Ａ
Ｅ

Ｇ
）
の
事
実
上
の
実
現
で
あ
っ
た
。
Ｅ
Ａ
Ｅ
Ｇ
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協

力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
に
対
抗
し
、
米
国
か
ら
の
圧
力
を
排
除
し
た
協
力

関
係
の
構
築
を
目
的
と
し
て
出
さ
れ
た
構
想
で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
東

ア
ジ
ア
政
策
の
支
柱
と
な
っ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３

を
重
視
し
て
き
た
理
由
も
こ
の
政
策
が
基
礎
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ア
ブ

ド
ラ
現
政
権
も
こ
の
路
線
を
継
続
し
て
い
る
。

Ｅ
Ａ
Ｓ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
参
加
国
と
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
一
六
カ
国
が
参
加
す
る
首
脳
会
議
で
、
今
回
初
め

て
開
催
さ
れ
た
。
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
開
催
は
、
二
○
○
○
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３

首
脳
会
議
で
マ
レ
ー
シ
ア
が
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
」
か
ら
「
東

ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
」
へ
の
名
称
変
更
を
提
案
し
て
以
来
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋

３
の
会
議
で
議
論
さ
れ
て
き
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
提
案
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

＋
３
首
脳
会
議
で
設
置
さ
れ
た
東
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
（
Ｅ
Ａ
Ｖ

Ｇ
）、
東
ア
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｇ
）
が
二
○
○
一
年
、

二
○
○
二
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
に
提
出
し
た
報
告
書
の
中
で

具
体
化
さ
れ
て
い
っ
た
（
参
考
文
献
②
）。
二
○
○
四
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

＋
３
外
相
会
議
で
Ｅ
Ａ
Ｓ
を
適
当
な
時
期
に
開
催
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ

る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
二
○
○
五
年
後
半
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
を
担

当
予
定
だ
っ
た
た
め
、
二
○
○
五
年
末
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
開
催
を
主
張
、
そ
の
議

長
国
に
名
乗
り
を
上
げ
た
。
こ
の
提
案
を
受
け
、
二
○
○
四
年
末
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
で
は
、
二
○
○
五
年
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
開
催
と
そ
の
議
長

国
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
の
マ
レ
ー
シ
ア
と
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
を
Ｅ
Ａ
Ｓ
に
名
称
変
更
す
る
こ
と
を

望
ん
で
い
た
。
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｇ
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
二
○
○
二
年
ご
ろ
ま
で

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
提
案
ど
お
り
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
を
東
ア
ジ

ア
サ
ミ
ッ
ト
に
鞍
替
え
す
る
」
案
が
有
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
諸
国
は
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
参
加
国
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
諸
国
に

限
定
す
る
か
を
議
論
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
議
論
が
始
ま
っ
た
の
は
、

二
○
○
二
年
二
月
、
小
泉
首
相
が
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
加
え
る
べ
き
だ
と
す
る
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
て

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
日
本
は
米
国
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加
を
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

に
打
診
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
に
お
い
て
急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
中
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

を
イ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
の
参
加
で
相
対
化
す
る
必
要
を
感
じ
、
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日
本
に
同
調
し
た
。
一
方
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
中
国
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
と
と
も
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
諸
国
に
参
加
国
を
限
定
す
べ
き
だ

と
主
張
し
た
（『
東
京
読
売
新
聞
』
二
○
○
五
年
四
月
一
一
日
付
）。
マ
レ

ー
シ
ア
は
同
国
の
東
ア
ジ
ア
主
義
に
従
い
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
を
Ｅ
Ａ
Ｓ

に
格
上
げ
す
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
域
外
協
力
を
越
え
た
、
よ
り
強

固
な
米
国
排
除
の
地
域
協
力
会
議
の
誕
生
を
望
ん
だ
。
そ
の
意
味
で
米
国

寄
り
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加
は
望
ま
し
く
な
か
っ
た
。
そ
の

姿
勢
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
国
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
た
。

Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加
国
を
め
ぐ
る
利
害
対
立
は
、
二
○
○
五
年
四
月
の
非
公
式

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
で
、
長
期
に
わ
た
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
対
話
国
で
あ

り
実
質
的
な
関
係
が
あ
る
こ
と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
基
本
原
則
を
示
し
た
東
南

ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
に
署
名
し
て
い
る
こ
と
、
を
Ｅ
Ａ
Ｓ

の
参
加
条
件
と
す
る
こ
と
で
一
応
は
決
着
し
た
。
こ
の
条
件
を
満
た
す
イ

ン
ド
が
参
加
を
承
認
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も

Ｔ
Ａ
Ｃ
署
名
の
意
向
を
表
明
し
た
た
め
、
七
月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
外
相

会
議
で
こ
の
三
カ
国
を
含
む
一
六
カ
国
に
よ
る
Ｅ
Ａ
Ｓ
開
催
が
決
定
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
こ
の
決
定
は
歓
迎
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
排
除
を
唱
え
て
き
た
マ
レ
ー
シ
ア

が
同
国
の
参
加
に
留
保
を
付
さ
な
か
っ
た
の
は
、
国
内
の
政
権
交
代
が
関

係
し
て
い
た
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
前
首
相
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
東
ア
ジ

ア
に
属
さ
な
い
と
す
る
立
場
を
堅
持
し
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
協
力

構
想
に
お
い
て
同
国
と
対
立
し
た
。
し
か
し
、
後
任
の
ア
ブ
ド
ラ
首
相
は

二
○
○
五
年
四
月
初
旬
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
問
、
同
国
と
の
自
由
貿

易
協
定
交
渉
開
始
に
合
意
す
る
な
ど
、
冷
え
込
ん
で
い
た
二
国
間
関
係
を

改
善
さ
せ
た
（N

ew
 Straits Tim

es, 8 A
pril 2005

）。
関
係
改
善
を
背
景
に
、

二
○
○
五
年
半
ば
、
ア
ブ
ド
ラ
首
相
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加

を
認
め
る
と
発
言
し
た
（N

ew
 Straits Tim

es, 28 A
pril 2005

）。

マ
レ
ー
シ
ア
は
Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加
国
拡
大
の
決
定
が
な
さ
れ
た
二
○
○
五
年

七
月
の
会
議
後
、
正
式
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
議
長
国
に
就
任
し
た
。
こ
の
時

点
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
と
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
意
向
に
反
し
、
参

加
国
を
異
に
す
る
別
の
会
議
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
へ
の
優
位
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
ロ

シ
ア
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加
を
後
押
し
し
、
米
国
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加
に
も
反
対
し
な

い
姿
勢
を
取
り
始
め
た
（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
○
○
五
年
七
月
二
八
日
）。

Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加
国
拡
大
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
が
求
心
力

を
失
う
こ
と
を
狙
っ
た
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
相
次
ぐ
メ
ン
バ
ー
の
拡

大
で
求
心
力
を
失
っ
た
経
験
を
生
か
そ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
逆

に
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
Ｅ
Ａ
Ｓ
に
実
質
的
な
協
力
体
制
を
敷
き

た
い
た
め
、
ロ
シ
ア
の
参
加
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
台
頭
、
ロ

シ
ア
と
中
国
の
関
係
強
化
に
よ
る
影
響
を
懸
念
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
も
ロ
シ
ア
の
参
加
に
慎
重
だ
っ
た
（『
日
本
経
済
新
聞
』
二

○
○
五
年
一
二
月
一
一
日
付
）。

ロ
シ
ア
は
二
○
○
五
年
半
ば
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｒ

Ｆ
）
で
Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加
希
望
を
表
明
し
た
。
今
回
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議

に
あ
わ
せ
、
ロ
シ
ア
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
初
の
首
脳
会
議
を
開
催
し
た
。

ロ
シ
ア
は
こ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
│
ロ
シ
ア
首
脳
会
議
出
席
の
機
会
を
と
ら
え

て
、
時
を
同
じ
く
し
て
開
催
さ
れ
る
Ｅ
Ａ
Ｓ
に
も
参
加
し
た
い
と
考
え
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
の
参
加
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
で
合
意
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
ロ
シ
ア
を
「
議
長
国
ゲ
ス
ト
」
と
し

て
Ｅ
Ａ
Ｓ
開
会
時
に
一
五
分
だ
け
参
加
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
マ
レ
ー
シ
ア

は
議
長
声
明
草
案
で
「
ロ
シ
ア
の
参
加
で
一
致
」
と
明
記
し
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ら
の
反
発
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
草
案
を
修
正
し
、

「
参
加
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
決
め
る
基
準
に
沿
っ
て
決
定
す
る
」
と
し
た
が
、

同
時
に
「
ロ
シ
ア
の
参
加
要
請
を
歓
迎
し
」
と
い
う
文
言
を
残
し
（『
日

本
経
済
新
聞
』
二
○
○
五
年
一
二
月
一
五
日
付
）、
ア
ブ
ド
ラ
首
相
も
ロ

シ
ア
の
参
加
を
支
持
し
た
（Star, 14 D

ec. 2005

）。
こ
の
問
題
は
、
二
○

○
六
年
四
月
の
非
公
式
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
で
討
議
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
こ
の
非
公
式
会
議
を
含
む
二
○
○
六
年
前
半
ま
で

の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
の
議
長
を
務
め
る
予
定
で
あ
る
。
議
長
声
明
で

は
Ｅ
Ａ
Ｓ
年
次
開
催
も
明
記
さ
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
辞
退
に
よ
っ
て
次
期

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
Ｅ
Ａ
Ｓ
議
長
国
と
な
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ロ
ヨ
大
統
領

も
ロ
シ
ア
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加
を
支
持
し
た
（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
○
○
五
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分
析
リ
ポ
ー
ト

二
○

五
年
の
東
南
ア
ジ
ア
・
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
采
配

年
一
二
月
一
四
日
付
）。
今
後
、
こ
の
両
国
が
ロ
シ
ア
の
参
加
に
つ
い
て
、

消
極
的
な
加
盟
国
を
ど
う
説
得
す
る
か
が
試
さ
れ
る
。

●
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
築
の
場
を
巡
る
議
論

東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
構
築
は
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｇ
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
報
告
書
で
言
及

さ
れ
て
以
来
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
会
議
で
検
討
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
の
会
議
を
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
築
の
場
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
諸
国
間
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
た
。
今

回
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
で
は
、「
東
ア
ジ
ア
共
同
体

4

4

4

4

4

4

4

の
実
現
を

長
期
的
な
目
標
」
と
し
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
プ
ラ
ス
日
中
韓
プ
ロ
セ
ス
は
こ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
主
要
な
手
段

4

4

4

4

4

（m
ain vehicle

）
で
あ
り
続

け
る
」（
強
調
点
は
筆
者
）
と
す
る
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア

は
同
宣
言
の
草
案
作
成
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
と
東
ア
ジ
ア
共
同
体
形
成
を

明
確
に
関
係
付
け
る
こ
と
に
腐
心
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
宣
言
に
は
「
東

ア
ジ
ア
共
同
体
」（E

ast A
sian com

m
unity

）
の
用
語
が
三
度
使
用
さ
れ
、

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
同
体
形
成
」（the com

m
unity building in E

ast 

A
sia

）、「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
形
成
」（E

ast A
sia com

m
unity building

）

と
い
っ
た
文
言
が
登
場
し
て
い
る
（
マ
レ
ー
シ
ア
外
務
省
関
係
者
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
）。
ま
た
、
参
加
国
首
脳
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
一

○
周
年
を
迎
え
る
二
○
○
七
年
に
、
今
後
の
共
同
体
構
築
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
文
書
採
択
を
目
指
す
こ
と
に
合
意
し
た
。

関
係
諸
国
の
争
点
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
だ
け
で
な
く
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
に
も

東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
築
の
役
割
を
担
わ
せ
る
か
に
あ
っ
た
。
特
に
、
Ｅ
Ａ

Ｓ
の
新
た
な
参
加
国
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
成
長
の
恩
恵
を
受

け
た
い
イ
ン
ド
や
、
米
国
へ
の
配
慮
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
の
メ
ン
バ

ー
を
加
え
た
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
を
推
進
し
た
い
日
本
は
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
を
実

質
的
な
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
の
会
議
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
、
東
ア
ジ

ア
共
同
体
構
築
の
場
と
す
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
一
方
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
中
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
米
国
の
影
響
力
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
引
き
続
き
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋

３
こ
そ
が
共
同
体
構
築
の
最
重
要
の
枠
組
み
で
あ
り
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
補
完
的

な
役
割
し
か
な
い
と
主
張
し
た
。

議
長
国
と
し
て
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
宣
言
草
案
作
成
を
行
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
は
当

初
案
で
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
「
幅
広
い
問
題
の
討
議
の
場
」
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア

共
同
体
と
の
関
係
を
明
記
し
な
か
っ
た
（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
○
○
五

年
一
二
月
五
日
付
）。
し
か
し
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
開
催
目
前
の
一
二
月
八
日
、
Ｅ

Ａ
Ｓ
参
加
国
に
よ
る
高
級
事
務
レ
ベ
ル
会
合
で
「（
Ｅ
Ａ
Ｓ
が
）
こ
の
地

域
の
共
同
体
構
築
に
貢
献
す
る
」
と
の
文
言
が
加
え
ら
れ
た
（『
毎
日
新

聞
』
二
○
○
五
年
一
二
月
九
日
）。
こ
の
草
案
修
正
の
背
景
に
は
マ
レ
ー

シ
ア
側
の
妥
協
が
あ
っ
た
。
Ｅ
Ａ
Ｓ
を
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
築
の
場
と
し

た
い
イ
ン
ド
は
、「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
形
成
」
の
文
言
が
入
ら
な
け
れ
ば

宣
言
に
は
署
名
し
な
い
と
言
い
出
し
た
（『
東
京
読
売
新
聞
』
二
○
○
五

年
一
二
月
一
一
日
付
）。
マ
レ
ー
シ
ア
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
重
視
の
姿
勢

を
維
持
し
た
い
一
方
で
、
議
論
を
取
り
ま
と
め
る
議
長
と
し
て
は
、
参
加

国
の
意
見
が
割
れ
て
宣
言
が
発
表
で
き
な
い
事
態
は
回
避
し
た
か
っ
た
。

そ
の
た
め
「
共
同
体
構
築
」
の
文
言
挿
入
に
は
同
意
し
、
イ
ン
ド
と
の
妥

協
点
を
探
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
の
宣
言
に
は

頻
繁
に
登
場
す
る
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」（E

ast A
sian com

m
unity

）
の

文
言
挿
入
は
見
送
り
、
暗
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
が
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
築

の
主
要
な
手
段
で
あ
る
点
を
強
調
し
た
（
マ
レ
ー
シ
ア
外
務
省
関
係
者
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。
そ
の
結
果
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加
国
は
「
Ｅ
Ａ
Ｓ
が
こ
の

地
域
の
共
同
体

4

4

4

4

4

4

の
形
成
（com

m
unity building in this region

）
に
重
要
4

4

な
役
割

4

4

4

（significant role

）
を
果
た
し
う
る
」（
強
調
点
は
筆
者
）
と
す

る
宣
言
を
採
択
し
た
。
会
議
当
日
、
イ
ン
ド
は
共
同
体
実
現
に
向
け
た

「
行
程
表
」（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
の
作
成
を
独
自
に
提
案
す
る
な
ど
引
き

続
き
強
硬
姿
勢
で
臨
ん
だ
（『
東
京
読
売
新
聞
』
二
○
○
五
年
一
二
月
一

五
日
付
）。
し
か
し
、
今
回
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
と
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
宣
言
を
比

較
す
れ
ば
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
が
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
築
に
最
重
要
の

役
割
を
担
う
」
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
議
長
国
マ
レ
ー
シ
ア
は
従
来
の

自
国
の
姿
勢
を
変
更
す
る
必
要
が
な
い
よ
う
に
Ｅ
Ａ
Ｓ
宣
言
の
作
成
を
主

導
し
た
と
い
え
る
。

Ｅ
Ａ
Ｓ
諸
国
が
参
加
し
た
「
共
同
体
」
論
議
は
こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
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い
。
一
九
九
三
年
の
第
一
回
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
に
お
い
て
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

議
長
国
・
米
国
の
主
導
で
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
共
同
体

（A
n A

sia Pacific E
conom

ic C
om

m
unity

）
を
目
指
す
べ
き
と
の
提
言

が
な
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
共
同

体
」
の
組
織
原
理
は
条
件
付
き
Ｍ
Ｆ
Ｎ
（
最
恵
国
待
遇
）
自
由
貿
易
圏
を

想
起
さ
せ
る
と
反
対
、
中
国
や
一
部
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
も
「
経
済
共
同

体
」
と
い
う
表
現
は
欧
州
共
同
体
を
連
想
し
強
い
制
度
的
統
合
を
目
指
し

て
い
る
と
の
批
判
を
行
う
な
ど
、
推
進
派
の
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
と
対
立
し
た
。
結
局
、
首
脳
会
議
の
宣
言
で
は

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
経
済
の
地
域
社
会
」（a com

m
unity of A

sia-Pacific 

econom
ies

）
と
の
表
現
に
落
ち
着
い
た
（
参
考
文
献
①
）。

共
同
体
は
そ
れ
を
特
徴
づ
け
る
価
値
や
規
範
と
そ
れ
ら
を
共
有
す
る
構

成
員
の
存
在
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
共
同
体
議
論

で
は
、
加
盟
国
が
自
由
貿
易
協
定
な
ど
の
法
的
な
位
置
づ
け
を
も
つ
経
済

統
合
の
価
値
や
規
範
、
原
則
を
共
有
で
き
る
か
が
争
点
と
な
っ
た
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
で
は
、
一
九
九
七
年
以
降
蓄
積
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を

共
通
項
に
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
実
現
を
目
指
す
点
で
、
現
実
的
な
議
論
が

展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
で
は
共
同
体
を
構
成
す
る

共
通
の
目
標
や
価
値
、
原
則
、
規
範
な
ど
に
つ
い
て
、
参
加
国
間
で
十
分

に
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加
国
が
Ｅ
Ａ
Ｓ
を
共
同
体

構
築
の
手
段
と
し
て
い
く
た
め
に
は
今
後
、
必
要
と
な
る
議
論
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
開
催
を
通
じ
て
、

共
同
体
構
築
の
場
を
作
り
出
す
努
力
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

話
し
合
い
の
場
の
確
保
、
会
議
の
定
例
化
は
参
加
国
が
協
力
を
継
続
し
て

い
く
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
点
、
今
回
、
日
中
韓
首
脳
会
議
の
開
催

が
中
止
さ
れ
た
こ
と
は
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
全
体
に
と
っ
て
好
ま
し
い
こ

と
で
は
な
か
っ
た
。
中
止
の
原
因
は
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
を
め
ぐ

る
対
立
で
あ
る
。
日
中
韓
首
脳
は
一
九
九
九
年
、
故
小
渕
首
相
の
提
案
で

初
め
て
会
合
を
持
ち
、
二
○
○
○
年
に
定
例
開
催
に
合
意
、
二
○
○
三
年

に
は
初
の
共
同
声
明
を
発
表
し
、
様
々
な
分
野
で
の
協
力
推
進
に
合
意
し

た
。
今
回
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
で
ア
ブ
ド
ラ
首
相
は
、
特
に
日

中
の
関
係
改
善
を
求
め
た
。
会
議
の
議
長
が
特
定
の
参
加
国
の
二
国
間
関

係
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
異
例
だ
が
、
そ
の
発
言
は
日
中
関
係
の
悪
化

が
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
懸
念
材
料
と
な
る
点
を
強

調
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

●
む
す
び

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
慣
例
と
し
て
会
議
の
宣
言
草
案
は
議
長
国
に
よ
っ
て
作

成
、
加
盟
国
に
回
覧
後
、
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
く
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
の
首
脳
会
議
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
で
も
同
様
の
手
続
き
が
と
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
議
長
国
と
し
て
宣
言
草
案
作
成
の
立
場
に
あ
っ
た
マ
レ

ー
シ
ア
は
自
国
の
立
場
を
草
案
段
階
に
お
い
て
ま
ず
表
明
し
、
そ
の
後
、

反
対
の
立
場
を
と
る
国
々
に
一
定
の
譲
歩
を
し
つ
つ
修
正
を
加
え
た
が
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
圧
力
、
ロ
シ
ア
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構

築
に
関
す
る
文
言
修
正
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
初
の
方
針
を
少
な
か

ら
ず
維
持
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
今
回
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
中
心
に
形
成
さ
れ

た
合
意
の
上
に
蓄
積
さ
れ
る
新
た
な
合
意
の
中
身
が
、
今
後
の
参
加
国
間

の
議
論
や
次
期
議
長
国
の
采
配
に
依
存
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
す
ず
き

さ
な
え
／
在
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
海
外
派
遣
員
）
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